
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダイポール・アンテンアのようにラジアルが不要な（ノンラジアル）アンテナと、グランドプレーンアンテ

ナのようにラジアルが必要なアンテナがあります。バーチカルアンテナはラジアルを使わず、大地をラジアル

代わりに利用したアンテナです。ロングワイヤーアンテナのアースも同様です。モービル用アンテナの多くは、

車体をラジアル（アース）として利用したものです。 

 コメット株式会社から発売された CAG-300X（写真１、写真２）は、良好な高周波グラウンドを簡単に作

り出してくれる装置です。ヘリカル式グランドプレーンアンテナを作り、そのラジアルをマルチバンド化する

のに使用しました。バンド毎にラジアルを複数揃える必要もなくとてもＦＢです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．CAG-300X の基本的な使用方法 

  図１はロングワイヤーアンテナにおける CAG-300X の基本的な接続方法です。CAG-300X のユーザマニ

ュアルの記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメット CAG-300X ユーザレポ－ト 2011 年 10 月号 

高周波アースの問題を解決できる人工グラウンド装置 

ＣＡＧ－３００Ｘで作るマルチバンドラジアル 

良好な高周波グラウンド（アース）を人工的に作る 

     ～～ アースが難しい高層住宅やモービル運用で大きな効果が期待できる ～～ 

 

出野 義則 JA1BBE 

 

 

写真１ CAG-300X の前面 

 

写真２ CAG-300X の後面 
 

アンテナチューナ無線機

CAG-300X

ロングワイヤーアンテナ

アース又はラジアル

 

図１ CAG-300X の接続方法 



CAG-300X には OUTPUT 端子が２つ設けてあり、前面パネルのプッシュスイッチでアースを選ぶかラジア

ルを選ぶかワンタッチで切り替えができるように作られています。 

マルチバンドで使うアンテナの調整は先ずアンテナチューナを使い、エレメントを目的周波数に同調・整合

させます。次に CAG-300X を操作してラジルを調整します。CAG-300X には電流計が装備されていて、電流

計の針が最も大きく振れるように L と C を調整します。最後にもう一度、アンテナチューナで少し調整しま

す。 

 

２．ヘリカル式グランドプレーンアンテナに CAG-300X を接続 

 図２は、ベランダに設置したヘリカル式グランドプレーンアンテナの接続図です。写真３はベランダに取り

付けたヘリカル式グランドプレーンアンテナです。160m のトップバンドはアンテナチューナが対応していま

せんが（残念！）、このアンテナシステムで 3.5MHz から 28MHz 帯まで全てカバーできます。特に低い周波

数帯では CAG-300X が威力を発揮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このアンテナシステムを利用して 7.100MHz に同調・整合させると、ほぼバンド全域をカバーしてくれま

す。勿論、アンテナチューナと CAG-300X を用いて微調整をすると目的周波数にピタリと合います。無線機

を AM モードにして送信し、アンテナチューナと CAG-300X のツマミを回して SWR メータと CAG-300X の

電流計を見ながら調整します。写真４は 7.100MHz で調整が終了した状態で、SWR 計は全く振れず 1.0 を指

示し、電流計はボリュームを絞って少し振らせています。7.050 や 7.150 へ QSY する場合には、ごくわずか

CAG-300X の C つまみを回すだけでピタリと合い SWR は 1.0 を指示します。とても気持ちよくアンテナが

マッチングします。 

写真５で MFJ-269 を使って同調と整合状態を再確認してみました。 

3D-2V*10m
ラジアル

2.5D-2V*7.5m
ヘリカルアンテナ

5m釣り竿

アンテナチューナ

CAG-300X

FT-857D

 
図２ ベランダアンテナの接続図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
写真４ 7.100MHz で調整を終えた状態 

 
写真３ ベランダに取り付けたヘリカル式 

グランドプレーンアンテナ 

 
写真５ MFJ-269 を用いて同調と整合を再確認 



３．不平衡アンテナへの気遣い 

 図２でご紹介したヘリカル式グランドプレーンアンテナシステムは不平衡アンテナです。小電力で用いると

問題は起きませんが、大電力で使用するとマイクへの回り込みなど心配になります。従って、図２には記載し

ていませんが少し気遣いをして、コモンモードフィルタ（写真６）を装着しました。最近 HF 帯で「よく効く！」

と話題になっている偏向ヨークフェライトコアを用いたコモンモードフィルタで、スペクトラムアナライザー

で測定すると 1.8～30MHz で最大-45db の効果（写真 11）がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．3.5、14、21、28 にも使えるヘリカル式グランドプレーンアンテナ 

 CAG-300X とアンテナチューナのお陰で、160m を除く HF 帯を 1 本のアンテナで全てカバーできる価値は

素晴らと思います。特にローバンドのアンテナ建設が難しい方にラジアルを調整できる CAG-300X は朗報だ

と思います。写真７～10 に 3.5MHz、14MHz,21MHz,28MHz の各バンド測定結果を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真６ 偏向ヨークフェライトコアを利用したコモンモードフィルタ 

 

写真７ 3.5MHz の測定 

 

写真８ 14MHz の測定 

 

写真９ 21MHz の測定 

 

写真 10 28MHz の測定 



５．CAG-300X のまとめ 

 今まではアンテナチューナのみを使い、アンテナの同調・整合調整を行っていました。ラジアルを調整でき

る CAG-300X を用いることで、アンテナシステムをより適切な状態に追い込むことができます。ラジアルに

高周波電流が流れると、ラジアル長（地面からの高さも影響する）と周波数に応じてリアクタンスが生まれま

す。電気的なラジアル長を周波数に応じて変えられる CAG-300X の効果はとても便利です。 

 高周波アースの確保がしづらい環境にお住まいの方で、つり竿アンテナやグランドプレーンアンテナを検討

されている方に CAG-300X をお勧めします。加えて、１つの HF アンテナをマルチバンドで使いたい方で複

数のラジアルに悩んでいる方にも CAG-300X をお勧めします。 

図２のヘリカル式グランドプレーンアンテナシステムでアマチュア無線を十分に楽しめます。聞こえる局を

呼ぶとほぼ応答して頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

偏向（偏光）ヨークについて 

 

最近のTV画面には液晶やFPDが使われていますが，数十年前まではTV画面やモニターにはブラウン管が

主流でした。そのブラウン管に必ず付いているのが偏向ヨークです。ブラウン管の電子銃から出された電

子ビームは，偏向ヨークで作られた磁界の中を通ることで所定量だけ偏向され，蛍光面に到達します．偏

向ヨークにフェライトコアを用いて磁界を作るための磁束は効率的かつ正確に発生させていました。この

フェライトコアをHF帯のコモンモードフィルタに用いるとよく効くフィルタが作れます。HF帯で時々話題

になっています。 

 

 

 

写真１１ 偏向ヨークフィルタの特性 

 



 

 

 


